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にん ぼう につ ぼん くにじゅう ほうぼう しゅぎょう 

むかし、 三人の 坊さんが、 日本の 国中 を 方々 修行 

ある しこく しま わた うみ むら 

して 歩いて いました。 四国の 島へ 渡って、 海ば たの 村 

たくはつ ある みち 

を 托鉢して 歩いて いるう ちに、 ある 日い つど こで 道 を 

まちが まよ こ 

間違えた か、 山の 中へ 迷い込んで しまいました。 行け 

ふか ふか やまみち まよ こ 

ば 行く ほど だんだん 深 い 深い 山道に 迷い 込んで、 どう 

うみ 

しても もとの 海ば たへ 出る ことができません。 そのう 

ちに だんだん 日が 暮れて きて、 足 もとが 暗くな リ まし 

き みち わ 

た。 気 を あせれば あせる ほどよけ い 道が 分からな く 

あしあと ふか やまおく たに 

なって、 とうとう 人の 足跡の ない 深い 山奥の 谷の 中に 



といい つけました。 坊さん はうな ずいて 出て いきま 

した。 いったい 「いつもの もの」 というの は 何だろう 

にん もの はんぷん きみ わる はんぷん 

と、 三人 は 物め ずらし さが 半分に、 気味 悪さが 半分で、 

.S に ま ぼう 

何が 出る かと 待ち うけてい ますと、 やがて さっきの 坊 

うま ふと も もど 

さんが、 大きな 馬の くつ わと、 太いむ ち を 持って 戻つ 

き 

て 来ました。 すると あるじ はまた、 

「それ、 いつものとおりに やれ ご 

といい つけました。 

なに おも ひとり ぼう 

「何 をす るの かご と 思 つ て いますと、 もう 一 人の 坊さ 

すわ にん ひと リ 

んは、 いきなり そこに 座って いる 三人のう ちの 一人 を 

,» るが る あ 

それ は 軽々 と、 かごで もつ るすよう につる し 上げて、 



からだ うま 

になり ました。 みるみる 体が 馬に なって、 たてがみ 

が 立って、 しつ ぼが はえて、 手足 を 地び たにつ けて、 

た ほん あし 

ひょいと 立ちます と、 もう それ は りっぱな 四 本の 足に 

なって、 砂 をけ つてい ました。 それ は どこから 見ても 

うま ちが 

ほんとうの 馬に 違いはありませんでした。 

おにぼう うま つな 

鬼の 坊さん は、 その 馬に くつ わ を かませて 綱 をつ け 

うまや ひ ふた リ まえ 

て、 馬屋へ 引いて いきました。 あとの 二人 は 目の前で 

じぶん なかま うま じぶん 

自分の 仲間が 馬に なって しまったので、 自分た ち もい 

お. i-6 おも、， - 

ずれ 同じめ にあう のだろう と 思う と、 生きた そら はな 

ま さお かお 

いので、 真っ青な 顔 をして、 ぶるぶる ふるえて いまし 

おに ぼう もど き 

た。 すると さっきの 鬼の 坊さん は、 また 戻って 来て、 



ひと リ おに ぼう おく はい 

といって、 もう 一人の 鬼の 坊さんと 奥へ 入って いき 

ました。 

二 

あと ぼう こころ いっしょうけんめい ほとけ 

その後で 坊さん は、 心 の 中で 一 生 懸命 仏 さまに 

お祈り をしながら、 「どうしたら 逃げられ るか、 せっか 

く 逃げ出しても、 つかまって 殺されれば 同じ こと だし、 

ふか みち まよ 

つかまらな いまでも、 この 深い 山の 中で は、 道に 迷つ 

ゆ だお ぢも 

て 行き倒れになる ばかり だ ご と 思って、 ぐずぐずして 

お 一 I おく こえ 

いますと、 あるじの 鬼が ふいと 奥から 声をかけて、 



きどく たす あ 

でも あなた はお 気の毒な 人 だから、 助けて 上げたい と 

おも ま おこ- お く 

思います。 もう 間もなく 鬼が ここまで 追つ かけて 来る 

に 違いありません から、 少しで も 早く 逃げて おいでな 

リ いもうと 

さい。 これから 一 里ば かり 行く と、 わたしの 妹 がい 

ます。 そこへ わたしから 手紙 をつ けて 上げます ご 

といって、 手紙 を 書いて くれました。 

ぼう たびたび れい てがみ 

坊さん は 度々 お礼 をい つて、 手紙 を もらって、 また 

あし か リ 

足に まかせて 駆けて 行きました。 なるほど 一 里ば かり 

まつ かげ うち 

行く と、 松の はえた 山が あって、 その 山の 陰に 家が あ 

りました。 そこへ 入って、 手紙 を 見せます と、 若い 女 

さ 

が 出て 来て、 
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